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No 施策 個別施策 R4までの取組み状況 R5取組み予定

1-1 拠点間を結
ぶ公共交通
軸の強化・
形成

★幹線バス路線の明確化 Ｒ5.4北部広域幹線 前橋渋川線 道の駅乗入れ
Ｒ4.4前橋玉村線 路線変更等 委託路線見直し等

1-2 ★幹線バスの定時性確保

1-3 鉄軌道間のネットワーク化 自動運転バス実証実験実施 自動運転バス実証実験実施

2-1
各拠点への
アクセス性
の向上

★公共交通不便地域の解消（地域内交
通の導入） 芳賀地区の課題解消について地域、事業者と検討 （継続）芳賀地区の課題解消に向けた検討

2-2
★鉄道駅や主要バス停における結節
強化

2-3 JR群馬総社駅西口の開設 基本協定締結に向けJRと協議 基本協定締結・基本設計開始

3-1

公共交通の
利便性向上

★バリアフリー化 UDタクシー導入（補助） UDタクシー導入（補助）

3-2 バス待ち環境の快適化 - -

3-3 ★分かりやすい情報案内 Ｒ4.12前橋駅デジタルサイネージ更新
Ｒ4.12新路線番号・系統番号運用開始

3-4 バスドライバーのサービス向上 各社対応 各社対応

3-5
自転車と公共交通を組み合わせた移動
の利便性向上 - -

3-6 利用しやすいバス運賃制度の検討 基礎データの取得（ODデータ） 基礎データの取得（ODデータ）

3-7 ★交通系ICカードの導入 - 利用状況データの分析

3-8 新技術を活用した交通環境の高度化 自動運転バス、MaaS実証実験継続、タクシー配車シ
ステム導入（タクシー事業者） 自動運転バス実証、MaaS高度化

4-1

まちなかの
回遊性の向
上

★都心幹線の形成 Ｒ4.4本町ライン運行開始 -

4-2
シェアサイクルの導入（サイクルポー
ト設置等） -

利用状況データの分析
ポートの新設、増設、撤去の検討
利用促進策の検討

4-3 歩行・自転車利用環境の改善 - -

4-4 本町二丁目交差点周辺の改良 - -

5-1 都心地域へ
の自動車利
用の抑制

パーク＆ライド等の推進 （再掲）前橋渋川線 新道の駅乗入れ

5-2 都心地域の駐車施設の適正化 - -

6-1
施策の推進

公共交通の積極的な利用促進
ポータルサイトの充実更新 ポータルサイトの充実更新

6-2 市民意識の醸成（モビリティマネジメント）

前橋市地域公共交通計画各施策と取組み状況一覧
前橋市地域公共交通計画各施策（R3.6策定）R3.6～R8.3
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単位：人 新型コロナによる
減少から回復傾向

対R1
▲34.5％

対R1
▲26.5％

乗合バス事業の輸送人員の推移

コロナ後の大幅減少からは回復したが、コロナ前に比べて14％減

対R1
▲14.3％



1 路線・ダイヤの見直し



前橋市の概要
01都心幹線軸の強化（本町ライン）

R2.11施行 独占禁止法特例法を活用し、バス事業者６社が協定を締結
R4.4.1～ 各事業者、前橋市でダイヤを調整し、最大１５分間隔の等間隔運行を開始
（全国３例目の共同経営として国土交通大臣認可）
※前橋駅から県庁前までを「本町ライン」と命名

対象路線：6社11路線
区 間：前橋駅～県庁前
時 間 帯：平日・土日祝日ともに10時～16時の間
ダイヤ設定：JR両毛線のダイヤにあわせた時刻設定
これまで（最大３２分間隔）

R4.4.1（５分~１５分間隔）

本取組により利用者増



前橋市の概要
02都心幹線軸の強化（本町ライン）

本町ライン利用に関するアンケート

82%

18%

運行間隔に満足してい

ますか

満足

不満

71%

29%

バス待ち時間に

満足していますか

満足

不満

84%

16%

発着時間の分かりやす

さに満足していますか

満足

不満

主な意見（自由記載）
・９時以降のバス本数の少なさが解消されてありがたい。
・取組について発信し、さらなる利用増に繋げてほしい。
・新前橋行きのも本数が増えるとありがたい。（合庁前利用者）
・定時運行してほしい。（複数意見）
・鉄道との乗継利用のため、電車の発着時刻を意識した運行を徹
底してほしい。
・大型バスを増やしてほしい。
・休日ダイヤが少ないので増便して欲しい。
・街中のバス案内は分かりやすくなってきたが郊外の案内も分か
りやすくしてほしい。
・病院やケヤキの中にもバス時刻をデジタル表示してほしい。

各指標において
70％から80％
程度の利用者が
満足と回答



前橋市の概要
03都心幹線軸の強化（中央前橋ライン）

中央前橋ラインの検討

千代田町８番街の再開発（３
年後）に合わせて中央前橋ラ
イン（前橋駅－中央前橋駅－
立川町通り－市役所合庁前－
県庁前－前橋公園）における
３０分間隔の運行が開始でき
るようダイヤ、路線再編につ
いて検討を実施

バスベイ設置検討箇所

立川町通り

８番街再開発地区

千代田町
三丁目
交差点

※建物の下に屋根付きのバスベイ検討

左折レーン増設の検討



04広域幹線軸の強化

R2.12 パターンダイヤ化 概ね15分間隔で運行
R5.4 上武国道沿いの新設道の駅「まえばし赤城」へ、乗入を実施

※道の駅にはるんるんバス（デマンドバス）の乗り入れも実施

・インバウンド対応（JNTOカテゴリーⅡ）
・e-Bikeを利用したサイクリングツアー事業

前橋渋川線（関越交通㈱）

※前橋駅～群大荒牧止まりの系統を延伸し、土日祝日のみ４便

前橋玉村線（永井運輸㈱）

前橋駅

前橋渋川線

道の駅開業

前橋工科大学

群馬大学

広域幹線軸（鉄道）
広域幹線軸（バス）

デマンドバス運行区域

市街化区域

イケア来春開業予定

前橋玉村線

R4.4.1
ダイヤの変更
概ね30分間隔で運行

路線の一部変更
（利用の少ない区間を廃止し、商
業施設へのアクセスを強化）

収益が大幅に改善

Ｒ6.4.1～ イケア開業予定 公共交通との連携



ドライバーは委託路線、自主路線関係なく路線をローテーションしているため、委託路線だけでダ
イヤを調整することができない バス事業者と協議の上、調整が必要

委託路線の見直し 05

働き方改革適用 R6.4〜
バス事業のドライバーは朝から夜まで長い日は１５時間拘束されています。働き方改革について運輸業には経過措置が設けられてい
ましたが、Ｒ６．４から適用になります。
具体的には厚生労働省から改善基準の変更が示されており、これに基づき各バス事業者が対応する必要があります。

現状 Ｒ６．４～

１カ月拘束時間 － 年間3,300時間かつ
1ヵ月281時間まで

１週間拘束時間 4週間を平均し1週間65時間まで 52週間3300時間かつ
4週間を平均し1週間65時間まで

１日拘束時間
13時間を超えないものとし、
最大16時間
1週間15時間超は2回まで

13時間を超えないものとし、
最大15時間
14時間超の回数をできる限り少なくするよう努力

１日休息時間 勤務終了後、継続8時間以上 勤務終了後、継続11時間以上を基本とし、9時間を下回ら
ないこと

現状のダイヤ（時刻表）を維持するため・・・①ダイヤを割ってドライバーを増やす（コスト増）
②そのダイヤの始発便か最終便の減便（サービス低下）



委託路線の見直し 06

川曲線（中央前橋駅〜新前橋駅〜医療福祉大学）

群馬医療福祉大学

育英大学

日本中央交通

●運行事業者：日本中央バス

●現状の課題
新前橋駅から群馬医療福祉大学の学生が多数乗
車するが、小型車両で運行しているため、乗り
切れない便があり、大学側から指摘があった。

日本中央バスとしても中型化することで他路線
含めた車両のやりくりがしやすくなるため、中
型化の意向があるが、福祉大学に中型車両が待
機できる場所がない。

更なる利用増を図るため、育英大学まで延伸
し、育英大学で待機ができないか要検討
・育英大学と要調整
・運行ルートの検討



委託路線の見直し 07

青柳富士見線

●運行事業者：日本中央バス

●現状の課題
・一部の系統が富士見温泉まで運行、一部の系統
は富士見公民館止まり

富士見公民館止まりの系統について、待機場所
が課題になっており、別の場所で待機が可能か
検討。場合によっては、全便を富士見温泉まで
延伸実施。
山口まわりの系統は利用状況により廃止を検
討。（現状１日１便）

山口まわり

富士見公民館

富士見温泉

大回りが必要なため、土
手を削ってしまっており
苦情あり。

北側がカーブになってお
り、対向車から危険性の
指摘あり



交通体系の見直し（ネットワーク再編） 08

・通勤時間帯の需要のまま日中も運行（これにより中途半端
な運行本数に）

・ニーズに応じた交通体系に変更していく必要あり
・バスは朝夕を除き路線を束ねて運行本数を増加（幹線化）
（共同経営可能性あり）

・幹線へのアクセス手段としてタクシーや自転車との連携を
検討

現 状 今 後

持続可能な交通体系にするため、利用しやすいネットワークの再編の形を検討し次期交通計画に再編後の交通体系を具体的に位
置付けられるよう検討をしていく＝枝の交通、葉の交通
新しい交通体系に基づいたMaaSの新サービスを検討するべき（例：タクシーとバスの定額制など）

◯は運行回数

イメージ



2 インフォメーション改善



路線名・系統番号の再整理（これまでの取組み） 09

バス事業者が６社運行しており、かつ路線も輻輳しているため、バスがわかりずらいという声が多い。
R3から重点的に実施

R3 各社バラバラだった路線の表記を統一ルールで名称付与
合わせて系統番号を机上で再整理した（高崎と渋川も合わせて整理）

数字:路線番号 アルファベッド:系統路線名称 系統番号

R4.12 前橋駅のサイネージ設置に合わせて上記路線名、系統番号運用開始
R4.4 先行して「本町ライン」の名称運用開始

駅サイネージ
スマートバス停

駅アナログ看板リニューアル バスマップ作成・配布

行先表示器



ポータルサイト（ＨＰ）の更新 10

系統ベースではなく、時
刻表に合わせた路線ベー
スのマップを作成

現状月3,000アクセス（前橋市HPの上位レベル）
バス情報をより分かりやすい内容にし、6社の路線、時刻表などを１つにし
た、バスの運行情報そのもののポータルサイトとして内容を充実していくこ
とにより、アクセス増・公共交通のPRを推進

時刻表だけでなく、公共交通の乗り
方、MaaSの登録方法など
公共交通に関する情報を集約してい
く。

①路線案内、時刻表等を統一整理
各バス事業者のHPでバラバラに案内している路
線案内、時刻表等を全て交通ポータルで整理し
利用者の検索性を向上

交通ポータルの充実

②ブログの更新
内容、R5は路線の案内など、交通政策課職員
により直営で更新予定

前橋交通ポータル

月３回程度
更新予定



3 交通系ICカード導入



11交通系ICカード導入

R4.3 市内全路線で交通系ICカード利用開始

乗車時、降車時にリーダーにタッチ

Suica、PASMOなど既存10カード利用可能
モバイルSuica、モバイルPASMO利用可能

▶ICカード導入効果

・ｷｬｯｼｭﾚｽ決済により小銭の心配を解消

・乗降時間短縮（→ 定時性の確保）

・乗降データの取得（ODデータ）

IC乗降データを見える化することで、路線見直し・定額運賃設定などの検討に活用可能

ICカードデータの可視化・分析システムの構築をR4年度実施。
R5年度も国補助金等を活用し、引き続きシステムの高度化等を実施予定。

データの取得ができるが、エクセルにより
1件明細データとして抽出
分析が困難

※共通バスカードの廃止に伴い、ICカードの利用割合が増加中（一部路線では現状約７割）



前橋市の概要
12バスカードの廃止

R4.3末 ICカード導入に伴い既存のバスカード販売を終了
R5.3末 バスカード利用を終了

コロナ禍による利用減、燃料費高騰に
よる運行コスト増により終了

通常バスカードによる割引
（事業者サービス）

敬老バスカードによる割引
（事業者＋自治体サービス）

1,000円で1,100円／3,000円で3,550円 ／5,000円で6,050円

1,500円で2,200円／2,250円で3,400円／3,750円で5,800円

令和５年度は高齢者バスチャージ施策を実施。
前橋駅バス案内所で交通系ICカードへチャージす
る際に3,000円で4,000円分のチャージが可能な
引換券を70歳以上の申請者を対象に1人4枚発
行。（1人辺り上限4,000円の補助）

令和４年度までで終了



4 群馬総社駅西口開設



中 群馬 土地 改良
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群馬総社駅西口開設 13

西口駅前広場
面積：約4300㎡

群馬総社駅西口線
延長：360ｍ
幅員：14～17ｍ

吉岡バイパス
延長：180ｍ
幅員：22～23ｍ

群馬総社駅

旧
前
橋
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令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

駅舎・
自由通路

道路・
西口広場

群馬総社駅西口開設 14

平成２２年度
平成２３年度

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成３０年度
平成２８年度
平成２９年度

令和元年度

令和３年度令和２年度

地元要望
西口開設
（橋上化）

地元勉強会
（４回）

都市計画決定
に向けた地権
者説明会

広場、西口線
都市計画決定

スケジュール、
道路線形の地
権者説明会

駅舎及び自由
通路の基礎調

査

基礎調査結果
をもとにJRと
協議

地元説明会
（R２.２.13・14）

整備案
（具体案）
作成

調査設計(土
木)実施
地質調査等

まちづくり
調査業務

調査設計の
結果を基に

JR協議

令和４年度

地元説明会
（R5.１.２７.28)

基本設計

基本設計

詳細設計

詳細設計

工事準備

用地買収・補償

工事

工事

供
用
開
始

事
業
合
意

駅舎・自由通路は交通政策課主体でJRと協議
道路・西口広場は市街地整備課主体

R5：JRがイメージ図作成→地元自治会と協議→最終ポンチ図作成

群馬総社駅西口を活用したバスネットワークについて吉岡町・榛東村と今後協議



5 上毛電鉄の在り方検討



上毛電鉄の在り方検討 15



上毛電鉄の在り方検討 16



B
L

O
C

K
D

E
S

I
G

N

課題
• 人口減少等による利用者減
• 群馬型上下分離方式では、
経営改善インセンティブが働かない

まとめ

地域や利用者が、主体的に、自らの地域の交通サービスのあり方を考え、

完全上下分離方式やモード転換等を含め、議論を尽くし方針を決定した後には、

法定協議会において地域公共交通計画を策定し、再構築に向けた取り組みを着実に実施すべき。

具体的な方向性

i. 共創による地域交通の連携
事業者間の連携やバス、タクシー、多様な交通モード間の連携強化
モードをまたぐ運賃の共通化、駅シームレス化

ii. 最新技術の活用
MaaS推進によるデータ収集・利用環境整備 等

iii. 持続可能な運営体制の構築
横串による連携施策を共有・意思決定する場の構築

目指すべき将来像

１つの融合サービス（MaaS）

３. 提言の構成

横串による連携

今後の検討課題

上毛電鉄の在り方検討 17



6 共創モデル



共創モデルプロジェクト概要（国土交通省） 18



タクシー×介護 共創プロジェクト 19現状と共創の狙い

介護職員不足・疲弊と不慣れな運転

デイサービス タクシー事業者

課題 送迎の委託と受託

高齢者の外出支援

定量的業務の依頼

プロ運転手と車の手配

<介護関係事業者>
・リハビリ時間の確保 = 介護サービスの充実
<タクシー事業者>
・定量的な業務 = タクシーサービスの充実、経営の安定化

改善

介護人材の確保と介護サービス充実を目的とし、デイサービス事業所において負担となってい
る送迎業務をタクシー事業者に委託をする。タクシー事業者は新たな需要の確保、定量的な業
務が確保でき、経営基盤を強化する。

職員が自ら朝、昼、夕方の送迎を実施

事業所毎に10台近い送迎車両を保有

課題
新型コロナウイルス感染拡大による
経営状況の悪化
新たな需要の確保

送
迎
（
迎
え
）

リ
ハ
ビ
リ

昼
休
憩

送
迎
（
送
り
）

送
迎
（
迎
え
）

リ
ハ
ビ
リ

送
迎
（
送
り
）

8:00 12:00～13:00 16:00

代表的な例



タクシー×介護 共創プロジェクト 実績 20

❖実証運行期間
R4.12.15～R5.2.14（2カ月 運行実日数：58日）

Kaisei
【清水タクシー】

創春館、富士たちばなクリ
ニック、わきあいあい
【アサカタクシー】

ほそいデイサービス
【東洋タクシー】

コンパスウォーク
【敷島タクシー】

介護NEXT
【永井タクシー、日本中央交通】

あじさい園
【新和タクシー】

おうみ
【日本中央交通、
県都第一交通】

こころデイサービス
【東洋タクシー】

❖実証運行概要
・通所者のうち、要介護度が低めの利用者を対象にタクシーが送迎
・昼送迎、夕方送迎をタクシー対象
・タクシー事業者は担当制(通所介護等事業所毎に割り当て）
・運賃は群馬A地区時間制認可運賃の下限3,040円/30分
・介護事業所側の送迎計画策定及び配車機能を有するシステムを導入

送
迎
（
迎
え
）

リ
ハ
ビ
リ

昼
休
憩

送
迎
（
送
り
）

送
迎
（
迎
え
）

リ
ハ
ビ
リ

送
迎
（
送
り
）

8:00 12:00～13:00 16:00

送
迎
（
迎
え
）

リ
ハ
ビ
リ

昼
休
憩

リ
ハ
ビ
リ

事
務
処
理

8:00 12:00～13:00 16:00

事
務
処
理

（
超
過
勤
務
）

事
務
処
理

事
務
処
理

※事業所により異なる

❖運行実績
・タクシー事業者 8社 ・通所介護等事業所 7法人10事業所
・運行回数 1日平均25回
・タクシー送迎のべ人数 2,803人（48人/日）

デイ側が送迎計画をスマホの
システムに入力



タクシー×介護 共創プロジェクト ヒアリング・課題 21

❖共創に向けた課題
●タクシー車両～玄関までの対応

通常介護事業所では、玄関まで支えて介助を行っている。
→ ドライバーの高齢化もあり、UD講習を受けたドライバーが不足。(今後増やしていく意向）

●保険
通常介護事業所では送迎行為も含めた賠償保険に加入しているが、タクシー委託を行った場合に
保険が適用にならない可能性が高い。
→ UD講習を受けたドライバーはUDドライバー用の保険に加入しているが、UD講習未修の場合の対

応。※実証運行では協議会において賠償保険に加入

●委託料金
時間制運賃3,040円/30分では、年間を通して通所介護事業所から委託した場合に高額となる
→ 柔軟な運賃設定を可能とする制度改正やスキーム検討

※実証終了後は、デイサービスのスタッフが不足するタイミングでタクシーに送迎を依頼

●ドライバー不足
現状のタクシー需要として、午前中はマイタクによる通院利用があり、デイ送迎を受ける余裕がない。
介護事業所側はすべての送迎をタクシーに委託することで自社保有車両を減車できる
ため、スキームを検討する必要がある。

❖各事業者ヒアリング結果

事業者によって、車両数・ドライバー・既存顧客
の状況等により課題はあるが、総じて共創の重要
性を認識している。

タクシー送迎に大きなメリットがあると感じてい
る事業所がほとんど。委託料捻出方法の課題あり

タクシー側 介護事業所側



7  シェアサイクル cogbe



前橋市の概要
22シェアサイクルcogbeの運用スタート

R3.4.1 市内中心部でシェアサイクルcogbeスタート
回生電動アシスト付き自転車130台

漕ぎながら充電する機能

中心部を中心にポート38箇所設置



Ｒ３年度

1,531 1,769 
2,149 2,273 2,022 

2,391 
2,970 3,092 2,873 

2,442 2,181 
2,797 
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利用回数と回転率

利用件数 回転率

総利用回数
28,490回

Ｒ４年度

2,728 
3,061 3,022 3,063 3,147 3,215 
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3,477 
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利用回数と回転率

利用件数 回転率

総利用回数
39,667回

※回転率とは
利用回数 ÷ 1３０台 ÷ 日数

（シェアサイクル全台数）

R3平均
件数：2,374件
回転率：0.61
R4平均
件数：3,306件
回転率：0.83

23cogbe利用者数



8  MaaS実証



20そもそも本市のMaaSとは 24

利用しやすい移動環境構築に向け、公共交通の
ネットワーク化を推進
→乗換の利便性向上がポイント

ポイント①
基礎の充実
（フィジカル整備）

・ICカード導入
・共同経営（本町ライン）
・パターンダイヤ

ポイント②
運賃の新体制
・サブスクリプション
・乗継割引
・MNC認証連携による割引

ポイント③
一体の情報案内
・経路検索機能
・モビリティの予約
・チケット案内

スマホで確認

ICT技術を活用≒MaaS

公共交通として１つのサービスとしさらに+αの付加価値
→移動の充実を推進し、公共交通の利用者を増加させる

公共交通によるネットワーク化

一体サービスを提供するためには



MaeMaaSからGunMaaSへ 25

R4デジタル田園都市国家構想推進交付金type2事業を活用

GunMaaSという共通のシステム基盤上にて、県・市それぞれで施策を実施。
それぞれの施策を一体として提供していくことで、県民・市民の公共交通等におけ
る移動の利便性向上を図る



26GunMaaS

令和４年度デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し、群馬県と連携しMaeMaaSでの取り組みをベースとして群馬
版MaaS（GunMaaS）を構築。モビリティにデジタルサービスを活用し、複数の交通手段を組み合わせたリアルタイム経路検
索やデジタルチケット販売、デマンドバスやタクシーの配車予約、マイナンバーカードやデータ連携基盤活用により属性に基づいた
個別最適化された交通サービスを推進。



9 自動運転バス実証実験



中心市街地 中央前橋駅

ＪＲ前橋駅

約１ｋｍ

2018

2019

○一般車両と混在化での市街地での実証
○既存のバス路線のまま運賃収受あり

✔公道での自動走行(緑ナンバー初)
✔社会受容性調査

市民は好意的に受け止め

✔複雑な経路における自動走行検証
✔2台同時運行による遠隔監視の検証

前橋市の実証実験の特徴

通常のシャトルバス

2020

✔５Ｇ環境、路側にセンサḘ・カメラ等の
設置による遠隔監視環境の高度化

✔決済を想定した顔認証技術の検証

27自動運転バス実証実験の経過

2021

✔路側のセンサー・カメラから車両へ
直接伝送（制御はCRANTS内で実施）

✔朝の混雑時間帯での実施

2022も過去と同様の区間でレベル２で実施



緑ナンバーによる自動運転バス運行

運行期間
令和５年１月１６日（月）～ ３月１９日（日）

※期間中、火・水曜日を除く合計４５日間
※遠隔管制室から遠隔監視デモを実施

運行便数
平日５１本中４６本 土日祝５１本中２２本

①前橋駅Ḙ中央前橋駅間のシャトルバスの運行事業
者である日本中央バス株式会社の事業所内に遠
隔管制室を設置

②研究車両による運行ではなく、通常の営業用車両
に自動運転システムを架装し、その車両により運行

③過去の実証では手動運転を行っていたJR前橋駅
北口ロータリー内において自動運転走行を実施

2022年度 実証実験の概要

←  ←  ←
自動運転バスの進路
🔲 降車場所
🔲 待機場所
🔲 乗車場所

遠隔管制室整備イメージ

28

JR前橋駅北口ロータリー

営業用車両



・ 協調型路側センサ・協調型信号 ・ 白線計測による自己位置推定冗長化

・ GNSSの高度化 ・ ODD認可手続準備

2022年度 実証実験の概要

道路における人・自転車の飛び出しリスクや
信号機の灯火情報を検知して、その情報を
バス車両に伝送し有効性を評価します。
※今回の実証ではその情報による車両の動
作は行いません。

白線の場所から自分がどこ
を走行しているのか判断し
ます！！

バス車両に道路白線の計測機器を搭載し、
白線計測による自己位置推定の効果を検証
します。
白線計測機能＋現状の計測機能

(ＧＮＳＳ・レーザーセンサ等)

ODD（運行設計領域）の条件設計及び当該
条件に対応する技術的な課題の明確化並び
に手続に必要となる試験設計を実施します。
※具体的なODD認可手続は次年度以後

バス車両の既設GNSSと高性能GNSSの性能
比較を行い、高性能GNSSの自己位置推定
の効果を検証します。

29



30令和５年度 実証実験の予定

❖自動運転技術向上
・車線変更自立判断
・障害物停車機能実地動作検証
・停車ショック軽減

❖公道実証実験
・日本中央バス車両で⾧期間実証実験
※実証を実施しながらインフラ整備
やシステム改良を行い、安全性を
高めていく。

国の補助金活用を検討

❖トラブルシューティング作成
・想定されるトラブル対応フロー作成

❖保守運用システムとマニュアルの
作成

自立判断での車線変更 停車ショック軽減

❖障害物対応環境シミュレータ
・路線における障害物対応の分析

❖ＯＤＤ手続き
・認可に必要となる走行試験等の実施



２０１８年度

●公道での緑ナンバーでの自動走行
●社会受容性調査

２０１９年度

●２台同時運行
●遠隔監視
●マイナンバーカード活用した乗客管理

２０２０年度

●５Ｇ環境、路側カメラによる
遠隔監視の高度化

●マイナンバーカード×顔認証技術の検証

２０２５年度

●段階的な実装へ
・ＯＤＤ認可を獲得
・他地域・他路線への横展開を検討

●走行技術の向上
●遠隔管制室構築
●車両へのＡＩ技術の搭載
●実装に向けた認可手続きの準備

２０２２年度

自動運転バスの本格実装に向けたロードマップ

２０２３年度

●走行技術の向上
●実運用対応とＯＤＤ手続き開始
・⾧期の自動運転運行によりＰＤＣＡ実施
・ＯＤＤ認可の障害になる事項を解決

２０２１年度

●５Ｇ環境での伝送速度の向上、２台同時運行
●蓄積した課題の整理と対策検討

実装へ今までの取組＝実証の積上げ

自動運転の機運醸成、自動運転の周辺技術（５
Ｇ、顔認証）、自動運転の課題への対応

実装に向けたこれからの取組

過去の実証において
車両の自動運転性能向上が必要なことが判明

⇓
車両性能の向上によりＯＤＤ※認可獲得

※ODD＝operational design domain  運行設計領域
自動運転の作動条件のこと、運転席無人化には国交省のODD認可が
必要

31

２０２５年度までに50か所
程度での社会実装を目標
※デジ田総合戦略に記載有


